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お
知
ら
せ

最
低
賃
金
改
正

　
　
　
　
　

  

本
庁
商
工
政
策
課

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度

　
　
　
　
　

  

本
庁
商
工
政
策
課

　

三
重
県
最
低
賃
金
が
、
10
月
27

日
か
ら
「
時
間
額
６
８
９
円
」
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

年
齢
・
雇
用
形
態
（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）
を
問
わ
ず
、

三
重
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
該
当
す

る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、

産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

三
重
労
働
局
賃
金
室
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伊
賀
労
働
基
準
監
督
署
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す
べ
て
の
人
に
障
が
い
者
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
障
が
い

の
あ
る
人
が
社
会
、
経
済
、
文
化

そ
の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
１

週
間
を
「
障
害
者
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
社
会

参
加
は
、
ま
わ
り
の
人
の
理
解
と

認
識
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
す
る
も

の
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
心
づ

か
い
や
思
い
や
り
が
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　

こ
の
「
障
害
者
週
間
」
の
啓
発

事
業
と
し
て
、
パ
ネ
ル
展
、
授
産

品
の
展
示
・
即
売
な
ど
を
行
い
ま

　

解
雇
、
退
職
勧
奨
、
配
置
転
換
、

職
場
で
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
で

お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

労
働
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
紛

三
重
県
最
低
賃
金　

１
時
間
６
８
９
円

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い

12
月
３
日
～
９
日
は

「
障
害
者
週
間
」
で
す

　
　
　
　
　

  

本
庁
高
齢
障
害
課

争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

な
ど
に
よ
り
、
職
場
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

三
重
労
働
局
企
画
室
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三
重
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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◆
絵
画
部
門
◆

市
長
賞　
「
高こ

う
げ
ん原
の
秋あ

き

」

　

冨
嶋
多
恵
子
（
阿
保
）

議
長
賞　
「
Ｒれ

ん
Ｅ
Ｎ
」

　

中
尾
範
子
（
平
野
東
町
）

教
育
委
員
会
賞

　
「
育は

ぐ
く

む
（
命い

の
ち

・
自し

ぜ
ん然

・
水み

ず

）」

　

大
須
賀
ま
り
子（
緑
ケ
丘
南
町
）

岡
田
文
化
財
団
賞　
「
光こ

う
か華
」

　

森
山
育
恵
（
上
野
茅
町
）

奨
励
賞　
「
対た

い
わ話
」

　

津
田
義
夫
（
上
野
車
坂
町
）

奨
励
賞　
「
ほ
え
ろ
鬼お

に

」

　

古
川
忠
志
（
上
野
紺
屋
町
）

奨
励
賞　
「
地ち

」

　

中
嶋
克
子
（
柘
植
町
）

◆
彫
塑
部
門
◆

市
長
賞　
「
旅た

び
び
と人
」

　

中
村
靖
詔
（
上
野
西
日
南
町
）

第
３
回
市
展
い
が

入
賞
者
発
表

　
　
　
　
　

  

本
庁
文
化
国
際
課

議
長
賞　
「
聖せ

い

観か
ん
ぜ
お
ん

世
音
菩ぼ

さ
つ薩
」

　

那
花
了
俊
（
槙
山
）

教
育
委
員
会
賞

　
「
ぼ
く
ひ
と
ね
む
り
」

　

森
本
剛
士
（
緑
ケ
丘
南
町
）

岡
田
文
化
財
団
賞

　
「
里さ

と
や
ま山

か
ら
の
お
く
り
も
の
」

　

惠
村
正
大
（
出
後
）

奨
励
賞　
「
菊き

く

」

　

辻
中
静
夫
（
ゆ
め
が
丘
）

◆
工
芸
部
門
◆

市
長
賞　
「
天て

ん

の
恵め

ぐ
み

」

　

宮
田
み
ち
子
（
甲
野
）

議
長
賞　
「
冬ふ

ゆ
こ
だ
ち

木
立
」

　

鈇
田
理
恵
（
上
野
玄
蕃
町
）

教
育
委
員
会
賞　
「
翔し

ょ
う

」

　

馬
場
登
代
光
（
治
田
）

岡
田
文
化
財
団
賞

　
「
釉ゆ

う
や
く薬

吹ふ

き
付つ

け

「
法ほ

う
し師

」」

　

松
嶋
良
三
（
岩
倉
）

奨
励
賞　
「
葉は

の
記き

お
く憶
」

　

前
川
和
義
（
長
田
）

奨
励
賞　
「
自し

ぜ
ん然
釉ゆ

う
か
き

花
器
」

　

仲
森
史
朗
（
西
高
倉
）

奨
励
賞

　
「
耀よ

う
へ
ん
て
ん
も
く
ば
ち

変
天
目
鉢
「
銀ぎ

ん
が河
」」

　

稲
田
元
一
（
坂
之
下
）

商
工
会
議
所
会
頭
賞

　
「
伊い

が賀
壷つ

ぼ

（
原げ

ん
ど土 

島し
ま
が
は
ら

ヶ
原 

白し
ろ
が
い
ろ
め

蛙
目
粘ね

ん
ど土
）」

　

花
本
保
（
緑
ケ
丘
西
町
）

商
工
会
議
所
奨
励
賞

　
「
緋ひ

だ
す
き
み
ず
さ
し

襷
水
指
」

　

子
日
光
雄
（
佐
那
具
町
）

商
工
会
議
所
奨
励
賞　
「
撫な

で
し
こ子
」　

　

馬
場
隆
（
小
田
町
）

◆
写
真
部
門
◆

市
長
賞　
「
暖の

れ
ん簾
」

　

辻
井
敕
（
緑
ケ
丘
本
町
）

議
長
賞　
「
曲き

ょ
く
せ
ん
び

線
美
」

　

城
島
正
子
（
玉
瀧
）

教
育
委
員
会
賞　
「
光こ

う
け
い景
」

　

伊
藤
達
生
（
緑
ケ
丘
西
町
）

岡
田
文
化
財
団
賞　
「
橋は

し

」

　

福
田
衞
（
緑
ケ
丘
中
町
）

奨
励
賞

　
「
大や

ま
と
じ

和
路
の
夕ゆ

う
ば映

え
」

　

縄
手
稔
（
上
野
車
坂
町
）

奨
励
賞　
「
看か

ん
ば
ん
む
す
め

板
娘
」

　

尾
崎
文
孝
（
三
田
）

奨
励
賞　
「
街ま

ち
か
ど角

」

　

北
村
敏
彦
（
上
野
桑
町
）

◆
書
道
部
門
◆

市
長
賞

　
「
杜と

ほ

し

甫
詩　

秋し
ゅ
う
や野
五ご

し
ゅ首
」

　

菅
生
游
里
（
千
歳
）

議
長
賞　
「
古こ

き
ん
わ
か
し
ゅ
う

今
和
歌
集
」

　

中
川
榮
子
（
大
野
木
）

教
育
委
員
会
賞　
「
杜と

ぼ
く
し

牧
詩
」

　

村
手
紫
映（
名
張
市
桔
梗
が
丘
西
）

岡
田
文
化
財
団
賞　
「
沈し

ん
ぜ
ん
き

佺
期
詩し

」

　

種
岡
伸
江
（
四
十
九
町
）

奨
励
賞　
「
芭ば

し
ょ
う蕉
」

　

杉
本
寿
三
（
上
野
農
人
町
）

奨
励
賞　
「
燿

よ
う（
か
が
や
き
）」　

　

中
島
邑
華
（
槙
山
）

奨
励
賞　
「
秋あ

き
の
よ
る夜
」

　

稲
森
秀
苑
（
上
野
西
大
手
町
）

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】

　

12
月
４
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】

　

ア
ピ
タ
伊
賀
上
野
店

　
　
　
　
　
　
　

１
階
フ
ロ
ア
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

　

本
庁
高
齢
障
害
課
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